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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　着色剤とインクキャリアとを含有する相変化インクであって、
　前記インクキャリアが、下記に示す式のトリエステルを含む、相変化インク。
【化１】

（上記式中、ｍは、１５～５０の平均値を有する整数であり、ｎは、５～１７の平均値を
有する整数である。）
【請求項２】
　請求項１に記載の相変化インクであって、トリエステルが、植物油のエステル交換によ
るバイオディーゼル製造の副産物であるプロポキシル化グリセロール出発原料を用いて調
製される、相変化インク。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、相変化インクに関し、特にインクキャリアを含有する相変化インクに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、相変化インク（時には、「ホットメルトインク」と呼ばれる）は、外界温度で
は固相であるが、インクジェット印刷装置の高められた作動温度では液相で存在する。ジ
ェット作動温度で、液状インクの小滴は印刷装置から噴射され、該インク小滴が、直接に
または加熱された中間転写ベルトもしくはドラムを経由して記録基材の表面に接触すると
、それらの小滴は急速に固化し、固化したインク小滴からなる所定のパターンを形成する
。相変化インクは、グラビア印刷などの他の印刷技術でも使用されている。カラー印刷用
の相変化インクは、典型的には、相変化インクに適合性のある着色剤と組み合わされる相
変化インクキャリア組成物を含有する。
【０００３】
　相変化インクのキャリア組成物として使用するのに適した組成物は、周知である。適切
なキャリア材料としては、パラフィン、マイクロクリスタリンワックス、ポリエチレンワ
ックス、エステルワックス、脂肪酸およびその他のワックス状材料、脂肪アミド含有材料
、スルホンアミド材料、様々な天然資源から作られる樹脂状材料（例えば、トール油ロジ
ン（tall oil rosins）およびロジンエステル）、ならびに多くの合成の樹脂、オリゴマ
ー、ポリマーおよびコポリマーを挙げることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】米国特許第４，８８９，５６０号明細書
【特許文献２】米国特許第４，８８９，７６１号明細書
【特許文献３】米国特許第５，３７２，８５２号明細書
【特許文献４】米国特許第５，２２１，３３５号明細書
【特許文献５】米国特許第３，６５３，９３２号明細書
【特許文献６】米国特許第４，３９０，３６９号明細書
【特許文献７】米国特許第４，４８４，９４８号明細書
【特許文献８】米国特許第４，６８４，９５６号明細書
【特許文献９】米国特許第４，８５１，０４５号明細書
【特許文献１０】米国特許第５，００６，１７０号明細書
【特許文献１１】米国特許第５，１５１，１２０号明細書
【特許文献１２】米国特許第５，４９６，８７９号明細書
【特許文献１３】欧州特許出願公開第０１８７３５２号明細書
【特許文献１４】欧州特許出願公開第０２０６２８６号明細書
【特許文献１５】独国特許出願公開第４，２０５，６３６号明細書
【特許文献１６】独国特許出願公開第４，２０５，７１３号明細書
【特許文献１７】国際公開第９４／０４６１９号パンフレット
【特許文献１８】米国特許第６，５４７，３８０号明細書
【特許文献１９】米国特許第５，３７２，８５２号明細書
【特許文献２０】米国特許第４，６０１，７７７号明細書
【特許文献２１】米国特許第４，２５１，８２４号明細書
【特許文献２２】米国特許第４，４１０，８９９号明細書
【特許文献２３】米国特許第４，４１２，２２４号明細書
【特許文献２４】米国特許第４，５３２，５３０号明細書
【特許文献２５】米国特許第４，４９０，７３１号明細書
【特許文献２６】米国特許出願公開第２００７／０１２０９２７号明細書
【特許文献２７】米国特許第７，３８１，２５４号明細書
【特許文献２８】米国特許出願公開第２００８／００９８９２７号明細書
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【特許文献２９】米国特許第６，３０９，４５３号明細書
【特許文献３０】欧州特許第０７５９４２２号明細書
【０００５】
　本明細書の相変化インクの例は、２３℃～２７℃の温度、例えば室温で固体であり、よ
り正確には６０℃未満の温度で固体であるインクビヒクルを含むインクである。しかし、
該インクは、加熱すると相を変え、噴射温度では溶融状態である。したがって、該インク
は、インクジェット印刷に好適な高められた温度（elevated temperature）、例えば６０
℃～１５０℃の温度で、１～２０センチポイズ（ｃｐ）、５～１５ｃＰ、または８～１２
ｃＰの粘度を有する。
【０００６】
　いくつかの実施形態において、本明細書のインクは、低エネルギーインクであってよい
。低エネルギーインクは、４０℃未満の温度で固体であり、かつ６０℃～１００℃、８０
℃～１００℃、または９０℃～１２０℃の噴射温度で、１～２０、５～１５センチポイズ
、または８～約１２ｃＰの粘度を有する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　向上した相変化インク、より具体的には、制作（production）、業務印刷（transactio
ns printing）、および包装に適する向上した印刷品質特性を有し、したがって、より強
固なインクである相変化インクが依然として求められている。向上した磨耗耐性および紙
に対する向上した接着性を有する相変化インクが依然として求められている。また、性能
を高めると同時に、固体インクのコストを低減する必要性もある。
【０００８】
　前述のそれぞれの適切な成分および方法の態様を、本明細書中における開示のためにそ
の実施形態中で選択することができる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本明細書中の実施形態で開示されるのは、次式に示す化合物である。
【００１０】
【化１】

【００１１】
　上記式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、それぞれ、他とは独立して、（ａ）直鎖および分
枝のアルキル基を含むアルキル基（ここで、該アルキル基、環式および非環式、置換およ
び非置換のアルキル基中にはヘテロ原子が存在してもしなくてもよい）、（ｂ）置換およ
び非置換のアリール基を含むアリール基（ここで、該アリール基中にはヘテロ原子が存在
してもしなくてもよい）、（ｃ）置換および非置換のアリールアルキル基を含むアリール
アルキル基（ここで、該アリールアルキル基のアルキル部分は、直鎖または分枝であって
も、環式または非環式であっても、置換または非置換であってもよく、かつ該アリールア
ルキル基のアリール部分またはアルキル部分のどちらかにはヘテロ原子が存在してもしな
くてもよい）、あるいは（ｄ）置換および非置換のアルキルアリール基を含むアルキルア
リール基（ここで、該アルキルアリール基のアルキル部分は、直鎖または分枝であっても
、環式または非環式であっても、置換または非置換であってもよく、かつ該アルキルアリ
ール基のアリール部分またはアルキル部分のどちらかにはヘテロ原子が存在してもしなく
てもよい）であり、ｎは整数である。
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【００１２】
　本明細書中の実施形態でさらに開示されるのは、トリエステルを含む低粘度の官能化ワ
ックスを含有するインクキャリアを含有する相変化インク組成物であり、ここで、いくつ
かの実施形態において、トリエステルは、次式に示すものである。
【００１３】
【化２】

【００１４】
　上記式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、それぞれ、他とは独立して、アルキル基、アリー
ル基、アリールアルキル基、またはアルキルアリール基であり、ｎは、整数である。
【００１５】
　さらに開示されるのは、以下に示す、プロポキシル化グリセロール（化３）とカルボン
酸（化４）とを組み合わせて、低粘度トリエステル（化５）を形成する工程と、該低粘度
トリエステルを、例えば低粘度のアミド、アルコールおよびエステルなどの任意に適用し
得る適切な成分と組み合わせてインクキャリアを形成する工程と、を含むインクキャリア
の形成方法である。
【００１６】

【化３】

【００１７】

【化４】

【００１８】
【化５】

【００１９】
　さらに開示されるのは、本明細書に記載するようなインクキャリアと着色剤とを組み合
わせて相変化インクを形成する工程を含む、相変化インクの形成方法である。
【００２０】
　本明細書中で開示される相変化インクは、いくつかの実施形態において、より高価な染
料の代わりにあまり高価でない顔料系着色剤（pigment colorant）を用いて配合できる相
変化インクを提供することをはじめとする利点を提供することができる。このことは、顔
料をベースにした着色剤と相溶性のある（compatible）成分を含めることによって達成さ
れる。本発明のインクキャリアは、いくつかの実施形態において、顔料と相互作用できる
官能基を備えたより極性のあるインクビヒクルを提供する。本発明の官能化されたインク
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ビヒクルは、いくつかの実施形態において、紙に対する向上した接着性をも提供すること
ができる。一般に、官能化ワックスは、高い粘度を有し、インクジェット印刷機での主要
ビヒクルとして使用できない。本発明の相変化インク組成物は、インクジェット印刷機で
成功裏に採用できる低粘度の官能化ワックスを提供する。いくつかの実施形態において、
これらの材料の低粘度は、星形状の構造のためである。さらに提供されるのは、再生可能
な資源を採用し、それによって再生可能資源から誘導され、かつ環境に優しい方法を使用
して合成される、使用するのが簡単で、低コストで、洗練され、かつ環境に優しいインク
ジェット成分を提供する相変化インク組成物である。いくつかの実施形態において、低粘
度のトリエステルは、バイオディーゼル製造の副産物であるグリセロールから作られるプ
ロポキシル化グリセロールを用いて調製される。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　本発明は、本明細書に記載の構造式を有するトリエステル、該トリエステルを含む低粘
度の官能化ワックスを含有するインクキャリア（carrier、担体）を対象としている。こ
こで、いくつかの実施形態において、該トリエステルは、次式に示すものである。
【００２２】
【化６】

【００２３】
　上記式中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、それぞれ、独立して、アルキル基、アリール基、
アリールアルキル基、またはアルキルアリール基であり、ｎは、整数であり、いくつかの
実施形態において、ｎは、１～５０、または４～２０の整数である。本明細書の相変化イ
ンクは、上述のインクキャリアおよび着色剤を含有することができる。着色剤は、顔料化
着色剤および染料をベースにした着色剤などの任意の適切な着色剤を含むことができる。
【００２４】
　いくつかの実施形態において、上記化６中、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、それぞれ互いに
独立して、以下に示す（ｉ）～（ｉｖ）のいずれかであってよい。
【００２５】
　（ｉ）少なくとも２０個、少なくとも３０個、または少なくとも５０個の炭素原子を有
する、あるいは１００個を超えない、８０個を超えない、または６０個を超えない炭素原
子、あるいは２５個の炭素原子を有する（炭素原子数はこれらの範囲を超えてもよい）、
直鎖状および分枝状のアルキル基、環式および非環式のアルキル基、置換および非置換の
アルキル基などのアルキル基（ここで、該アルキル基中には、酸素、窒素、硫黄、ケイ素
、リン、ホウ素などのヘテロ原子が存在してもしなくてもよい）。
【００２６】
　（ｉｉ）少なくとも６個、少なくとも１２個、または１８個を超えない炭素原子を有す
る（炭素原子数はこれらの範囲を超えてもよい）、置換および非置換のアリール基などの
アリール基（ここで、該アリール基中には、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リン、ホウ素な
どのヘテロ原子が存在してもしなくてもよい）。
【００２７】
　（ｉｉｉ）少なくとも７個、少なくとも２０個、または１００個を超えない炭素原子を
有する（炭素原子数はこれらの範囲を超えてもよい）、置換および非置換のアリールアル
キル基などのアリールアルキル基（すなわち、Ｒ１、Ｒ２またはＲ３が、アルキル置換基
を有するアリール基である）（ここで、該アリールアルキル基のアルキル部分は、直鎖ま
たは分枝、環式または非環式、置換または非置換であることができ、かつ該アリールアル
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キル基のアリールまたはアルキル部分のどちらかには、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リン
、ホウ素などのヘテロ原子が存在してもしなくてもよい）。
【００２８】
　（ｉｖ）少なくとも７個、少なくとも２０個、または１００個を超えない炭素原子を有
する（炭素原子数はこれらの範囲を超えてもよい）、置換および非置換のアルキルアリー
ル基などのアルキルアリール基（すなわち、Ｒ１、Ｒ２またはＲ３が、アリール置換基を
有するアルキル基である）（ここで、該アルキルアリール基のアルキル部分は、直鎖また
は分枝、環式または非環式、置換または非置換であることができ、かつ該アルキルアリー
ル基のアリールまたはアルキル部分のどちらかには、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リン、
ホウ素などのヘテロ原子が存在してもしなくてもよい）。
【００２９】
　ここで、置換されている場合には、置換されたアルキル基、アリールアルキル基、およ
びアルキルアリール基上の置換基は、ハロゲン原子、エーテル基、アルデヒド基、ケトン
基、エステル基、アミド基、カルボニル基、チオカルボニル基、硫酸エステル基、スルホ
ン酸エステル基、スルホン酸基、スルフィド基、スルホキシド基、ホスフィン基、ホスホ
ニウム基、リン酸エステル基、ニトリル基、メルカプト基、ニトロ基、ニトロソ基、スル
ホン基、アシル基、酸無水物基、アジド基、アゾ基、シアナト基、イソシアナト基、チオ
シアナト基、イソチオシアナト基、カルボン酸エステル基、カルボン酸基、ウレタン基、
尿素基、これらの混合でよく、ここで、２つ以上の置換基は、互いに連結して環を形成し
てもよい。
【００３０】
　一実施形態において、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３の中の少なくとも１つは、少なくとも２５
個の炭素原子を有するアルキル基であり、ｎは、１～５０の整数である。
【００３１】
　一実施形態において、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、互いに同一である。別の実施形態にお
いて、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、互いに同一であり、トリエステルは、次式に示すもので
ある。
【００３２】

【化７】

【００３３】
　上記式中、ｍは、２１であり、ｎは、５である平均値を有する。
【００３４】
　別の実施形態において、ｍは、１５～５０である平均値を有する整数であり、ｎは、５
～１７である平均値を有する整数である。
【００３５】
　別の実施形態において、ｍは、２１であり、ｎは、１７である平均値を有する。具体的
な実施形態において、トリエステルのカルボン酸部分は、ベヘン酸である。
【００３６】
　別の実施形態において、ｍは、２１である平均値、および１５～３０の範囲を有し、ｎ
は、５である平均値を有する。
【００３７】
　別の実施形態において、ｍは、２１である平均値、および１５～３０の範囲を有し、ｎ
は、１７である平均値を有する。具体的な実施形態において、選択されるトリエステルの
カルボン酸部分は、ベーカー・ペトロライト社（Baker-Petrolite Corporation）から入
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手できる炭素原子数２２のカルボン酸、Ｕｎｉｃｉｄ（登録商標）３５０である。各鎖の
末端にＣＨ３が存在するので、ｍは、全炭素原子数よりも１だけ小さいことに留意された
い。
【００３８】
　別の実施形態において、ｍは、２７である平均値、および２０～４０個の炭素原子の範
囲を有し、ｎは、５である平均値を有する。
【００３９】
　別の実施形態において、ｍは、２７である平均値、および２０～４０個の炭素原子の範
囲を有し、ｎは、１７である平均値を有する。別の実施形態において、選択されるカルボ
ン酸は、ベーカー・ペトロライト社から入手できる炭素原子数２７のカルボン酸、Ｕｎｉ
ｃｉｄ（登録商標）４２５である。
【００４０】
　別の例で、ｍは、３６である平均値、および３４～４０個の炭素原子の範囲を有し、ｎ
は、５である平均値を有する。
【００４１】
　別の実施形態において、カルボン酸は、炭素鎖の規定された分枝を有する飽和第１級カ
ルボン酸（saturated primary carboxylic acid）であるＩｓｏｃａｒｂ（登録商標）３
２である。
【００４２】
　別の例において、ｍは、３６である平均値、および３４～４０個の炭素原子の範囲を有
し、ｎは、１７である平均値を有する。具体的な実施形態において、選択されるカルボン
酸は、炭素原子数３７のカルボン酸、Ｕｎｉｃｉｄ（登録商標）５５０である。
【００４３】
　別の例において、ｍは、３４～５０の範囲を有する４７である平均値を有し、ｎは、５
である平均値を有する。
【００４４】
　別の例において、ｍは、３４～５０の範囲を有する４７である平均値を有し、ｎは、１
７である平均値を有する。別の実施形態において、選択されるカルボン酸は、入手可能な
炭素原子数４８のカルボン酸、Ｕｎｉｃｉｄ（登録商標）７００である。
【００４５】
　本明細書中の低粘度トリエステルは、所望されるまたは適切な任意の方法で調製できる
。いくつかの実施形態において、本明細書中のトリエステルは、下記で例示するように、
約１分子の、次式に示す酸
【００４６】
【化８】

【００４７】
　（上記式中、Ｒは、前にＲ１、Ｒ２およびＲ３について定義した通りのアルキル基、ア
リール基、アリールアルキル基、またはアルキルアリール基である）と、
【００４８】
　約１分子の、次式に示すプロポキシル化グリセロール
【００４９】

【化９】

【００５０】
　（上記式中、ｎは整数であり、いくつかの実施形態で、ｎは、１～５０、または４～２
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０の整数である）とを、次式に示す錫触媒の存在下に、
【００５１】
【化１０】

【００５２】
　非希釈条件下に（すなわち、溶媒不存在下に）高められた温度で、反応混合物から水を
除去しながら反応させることによって調製して、次式に示すようなトリエステルを得るこ
とができる。
【００５３】

【化１１】

【００５４】
　好都合なことに、該反応は、非希釈で行なうことができ、反応を環境に優しく、かつ費
用効果の高い方法とすることができる。
【００５５】
　プロポキシル化グリセロールとしては、例えば、１５０～２０００、または２００～約
１５００、または２６６～１００の分子量を有するものを挙げることができる。
【００５６】
　プロポキシル化グリセロールおよびカルボン酸は、不活性雰囲気下の反応容器に添加さ
れる。反応混合物は、例えば、１００℃～１２０℃の温度まで、成分が溶融するまで、例
えば０．２５時間～０．４時間、撹拌しながら加熱される。次いで、昇温し、混合物を４
～１０時間撹拌する。次いで、真空にして水を除去する。次いで、生成物を例えば２５℃
まで冷却して、灰白色の固体を得る。場合によっては任意に、生成物を、適切な溶媒中で
再結晶して精製することができる。適切な溶媒としては、限定はされないが、エタノール
、トルエン、メタノール、プロパノール、またはこれらの混合物が挙げられる。
【００５７】
　いくつかの実施形態において、本明細書で使用されるプロポキシル化グリセロールは、
再生可能な資源から誘導される。いくつかの実施形態において、プロポキシル化グリセロ
ールは、バイオディーゼル製造からの相当量の副産物であるグリセロールから作られる。
バイオディーゼルは、短鎖アルキル（メチルまたはエチル）エステルからなる非石油系デ
ィーゼル燃料である。バイオディーゼルの典型的な製造方法は、植物油、アルコール、お
よび水酸化ナトリウムを混合することを含むエステル交換による。グリセロールは、副産
物として約１０重量％の量で生じる。グリセロールは、バイオディーゼル製造の相当量の
副産物であるので、重要な再生可能原料となりつつある。
【００５８】
　いくつかの実施形態において、本明細書の低粘度官能化トリエステルは、１２０℃の温
度で３から１００センチポイズ未満の、または１２０℃の温度で、３～５０、または５～
４０または６～３０、あるいは１００センチポイズ未満の粘度を有する。
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【００５９】
　いくつかの実施形態において、トリエステルは、６６℃～１２０℃、または７０℃を超
える、または７０℃～１０５℃、または１１０℃を超えない結晶化開始温度を有する。
【００６０】
　いくつかの実施形態において、トリエステルは、１３０℃未満、または１２０℃未満、
または１００℃未満の上限融点（すなわち、本質的に成分のすべてが液状である点）を有
する。いくつかの実施形態において、トリエステルは、５０℃または６０℃の溶融ピーク
を有する（すなわち、溶融がほぼ半分終わる温度）。
【００６１】
　本明細書の相変化インク組成物は、適切なまたは所望される任意の方法によって、例え
ば、インクキャリアと着色剤とを組み合わせて相変化インクを形成することによって調製
することができ、ここで、該インクキャリアは、本明細書に記載のトリエステルを含む低
粘度官能化ワックスを含有する。
【００６２】
　低粘度官能化ワックスは、インク中に所望されるまたは有効な任意の量で存在し、いく
つかの実施形態において、低粘度官能化ワックスは、インク組成物の大部分を、一実施形
態では、インクの少なくとも３０重量％、少なくとも４０重量％、少なくとも５０重量％
、またはインクの８０重量％以下、７０重量％以下、または６０重量％以下を構成するが
、その量はこれらの範囲を超えてもよい。
【００６３】
　インクビヒクルには、他の適切な任意のインクビヒクルを含めることができる。適切な
成分としては、パラフィン、マイクロクリスタリンワックス、ポリエチレンワックス、エ
ステルワックス、アミド、脂肪酸およびその他のワックス状材料、脂肪アミド含有材料、
スルホンアミド材料、様々な天然資源から作られる樹脂状材料（トール油ロジンおよびロ
ジンエステル）、ならびに多くの合成の樹脂、オリゴマー、ポリマーおよびコポリマーを
挙げることができる。
【００６４】
　適切なアミドの例には、ジアミド、トリアミド、テトラアミド、環式アミドが含まれる
。適切なトリアミドには、米国特許第６，８６０，９３０号に開示されているものが含ま
れる。適切なその他のアミドには、モノアミド、テトラアミド、これらの混合物をはじめ
とする脂肪アミドが含まれる。
【００６５】
　固体インク組成物中で使用できるその他の適切なキャリア材料には、イソシアネートに
由来する樹脂およびワックス、例えば、ウレタンイソシアネートに由来する材料、尿素イ
ソシアネートに由来する材料、ウレタン／尿素イソシアネートに由来する材料、これらの
混合物が含まれる。
【００６６】
　適切なインクキャリア材料のさらなる例には、ベーカー・ペトロライト社から入手でき
るようなエチレン／プロピレンコポリマーが含まれる。このようなコポリマーの市販例に
は、例えば、Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅ　ＣＰ－７（数平均分子量Ｍｎ＝６５０）、Ｐｅｔｒｏ
ｌｉｔｅ　ＣＰ－１１（Ｍｎ＝１，１００）、Ｐｅｔｒｏｌｉｔｅ　ＣＰ－１２（Ｍｎ＝
１，２００）が含まれる。該コポリマーは、例えば、７０℃～１５０℃、８０℃～１３０
℃、または９０℃～１２０℃の融点、および５００～４，０００の分子量範囲（Ｍｎ）を
有することができる。
【００６７】
　別なタイプのインクキャリア材料は、典型的には５～１００個、２０～８０個、または
３０～６０個の炭素原子を有し、天然に存在する炭化水素の精留によって一般には調製さ
れる、ｎ－パラフィン系、分枝パラフィン系、および／またはナフテン系炭化水素、例え
ば、１００～５，０００、２５０～１，０００、または５００～８００の分子量（Ｍｎ）
を有するＢＥ　ＳＱＵＡＲＥ　１８５およびＢＥ　ＳＱＵＡＲＥ　１９５でよい。
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【００６８】
　典型的にはオレフィンの重合によって調製される高分枝炭化水素、例えば、ＶＹＢＡＲ
（商標）２５３（Ｍｎ＝５２０）、ＶＹＢＡＲ（商標）５０１３（Ｍｎ＝４２０）をはじ
めとするベーカー・ペトロライト社から入手できるＶＹＢＡＲ材料も使用できる。インク
ビヒクルは、次に示す一般式を有するエトキシル化アルコールでもよい。
【００６９】
【化１２】

【００７０】
　上記式中、ｘは、１～５０、５～４０、または１１～２４の整数であり、ｙは、１～７
０、１～５０、または１～４０の整数である。該材料は、６０℃～１５０℃、７０℃～１
２０℃、または８０℃～１１０℃の融点、および１００～５，０００、５００～３，００
０、または５００～２，５００の範囲の分子量（Ｍｎ）を有することができる。市販の例
には、ＵＮＩＴＨＯＸ（登録商標）４２０（Ｍｎ＝５６０）、ＵＮＩＴＨＯＸ（登録商標
）４５０（Ｍｎ＝９００）、ＵＮＩＴＨＯＸ（登録商標）４８０（Ｍｎ＝２，２５０）、
ＵＮＩＴＨＯＸ（登録商標）５２０（Ｍｎ＝７００）、ＵＮＩＴＨＯＸ（登録商標）５５
０（Ｍｎ＝１，１００）、ＵＮＩＴＨＯＸ（登録商標）７２０（Ｍｎ＝８７５）、ＵＮＩ
ＴＨＯＸ（登録商標）７５０（Ｍｎ＝１，４００）が含まれる。
【００７１】
　さらなる例として、インクビヒクルは、例えば米国特許第６，８５８，０７０号に記載
されているように、モノアミド、テトラアミド、これらの混合物などの脂肪アミドから作
製できる。適切なモノアミドは、少なくとも５０℃、５０℃～１５０℃の融点を有するこ
とができるが、該融点はこれらの範囲を超えてもよい。適切なモノアミドの具体例には、
第１級モノアミドおよび第２級モノアミドが含まれる。ステアルアミド、ベヘンアミド／
アラキドアミド（behenamide/arachidamide）、オレアミド、工業級オレアミド、および
エルカミドが、適切な第１級アミドのいくつかの例である。ベヘニルベヘンアミド、ステ
アリルステアルアミド、ステアリルエルカミド、エルシルエルカミド、オレイルパルミト
アミド、およびエルシルステアルアミドが、適切な第２級アミドのいくつかの例である。
さらなる適切なアミド材料には、Ｎ，Ｎ’－エチレンビスステアルアミド、オレイルパル
ミトアミド、Ｎ，Ｎ’－エチレンビスステルアミド、およびＮ，Ｎ’－エチレンビスオレ
アミドが含まれる。
【００７２】
　さらなる成分としては、次に示す一般式の高分子量直鎖アルコールを挙げることができ
、該成分を、インクビヒクルとして任意に使用することもできる（式中、ｘは、１～５０
，５～３５、または１１～２３の整数である）。
【００７３】

【化１３】

【００７４】
　これらの材料は、５０℃～１５０℃、７０℃～１２０℃、または７５℃～１１０℃の融
点、および１００～５，０００、２００～２，５００、または３００～１，５００の範囲
の分子量（Ｍｎ）を有することができる。市販の例には、ＵＮＩＬＩＮ（登録商標）材料
、例えば、ＵＮＩＬＩＮ（登録商標）４２５（Ｍｎ＝４６０）、ＵＮＩＬＩＮ（登録商標
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）５５０（Ｍｎ＝５５０）、ＵＮＩＬＩＮ（登録商標）７００（Ｍｎ＝７００）、および
一実施形態において、その粘度が噴射温度で非蒸留アルコールよりも５％～５０％高くて
もよい蒸留アルコールが含まれる。
【００７５】
　さらなる例には、炭化水素をベースにしたワックス、例えば、次に示す一般式を有する
ポリエチレンホモポリマーが含まれる（式中、ｘは、１～２００、５～１５０、または１
２～１０５の整数である）。
【００７６】
【化１４】

【００７７】
　これらの材料は、６０℃～１５０℃、７０℃～１４０℃、または８０℃～１３０℃の融
点、および約１００～約５，０００、例えば、約２００～約４，０００、または４００～
３，０００の分子量（Ｍｎ）を有することができる。
【００７８】
　さらなる例には、グラフト共重合によって調製され、次に示す一般式を有する、ポリオ
レフィンの修飾無水マレイン酸炭化水素付加物（式中、Ｒは、１～５０、５～３５、また
は６～２８個の炭素原子を有するアルキル基であり、Ｒ’は、エチル基、プロピル基、イ
ソプロピル基、ブチル基、イソブチル基、または５～５００、１０～３００、または２０
～２００個の炭素原子を有するアルキル基であり、ｘは、９～１３の整数であり、ｙは、
１～５０、５～２５、または９～１３の整数であり、５０℃～１５０℃、６０℃～１２０
℃、または７０℃～１００℃の融点を有する）；
【００７９】
【化１５】

【００８０】
　および次に示す一般式の付加物が含まれる。
【００８１】
【化１６】

【００８２】
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　上記式中、Ｒ１およびＲ３は、炭化水素基であり、Ｒ２は、次に示す一般式の中のどち
らか１つ、またはこれらの混合であり、ここで、Ｒ’は、イソプロピル基であり、該材料
は、７０℃～１５０℃、８０℃～１３０℃、または９０℃～１２５℃の融点を有する。
【００８３】
【化１７】

【００８４】
　相変化インクに適したインクビヒクルのさらなる例には、ロジンエステル；ポリアミド
；ダイマー酸アミド；脂肪酸アミド；エポキシ樹脂；流動パラフィンワックス；流動マイ
クロクリスタリンワックス；フィッシャートロプシュワックス；ポリビニルアルコール樹
脂；ポリオール；セルロースエステル；セルロースエーテル；ポリビニルピリジン樹脂；
脂肪酸；脂肪酸エステル；ポリスルホンアミド；安息香酸エステル；フタル酸エステル可
塑剤；クエン酸エステル可塑剤；マレイン酸エステル可塑剤；ジフェニルスルホン、ｎ－
デシルスルホン、ｎ－アルニルスルホン、クロロフェニルメチルスルホンなどのスルホン
；ポリビニルピロリジノンコポリマー；ポリビニルピロリドン／ポリ酢酸ビニルコポリマ
ー；ノボラック樹脂；および蜜蝋、モンタン（monton）ワックス、カンデリラワックスな
どの天然物ワックス；直鎖第１級アルコールの６～２４個の炭素原子を有するような直鎖
の長鎖アミドまたは脂肪酸アミドとの、例えば、モノヒドロキシステアリン酸プロピレン
グリコール、モノヒドロキシステアリン酸グリセロール、モノヒドロキシステアリン酸エ
チレングリコール、Ｎ（２－ヒドロキシエチル）－１２－ヒドロキシスレアルアミド、Ｎ
，Ｎ’－エチレンビス－１２－ヒドロキシステアルアミド、Ｎ，Ｎ’－エチレンビスリシ
ノールアミドを含む混合物が含まれる。さらに、４～１６個の炭素原子を含む直鎖の長鎖
スルホン、例えば、ｎ－プロピルスルホン、ｎ－ペンチルスルホン、ｎ－ヘキシルスルホ
ン、ｎ－ヘプチルスルホン、ｎ－オクチルスルホン、ｎ－ノニルスルホン、ｎ－デシルス
ルホン、ｎ－ウンデシルスルホン、ｎ－ドデシルスルホン、ｎ－トリデシルスルホン、ｎ
－テトラデシルスルホン、ｎ－ペンタデシルスルホン、ｎ－ヘキサデシルスルホンなどが
、適切なインクビヒクル材料である。
【００８５】
　米国特許第６，９０６，１１８号に記載のインクビヒクルも使用できる。インクビヒク
ルは、米国特許第６，８６０，９３０号に記載されているような分枝トリアミドを含むこ
とができる（一般式を以下に示す。式中、ｎは、３４から４０以下である平均値を有し、
ｘ、ｙおよびｚは、それぞれ０または整数であってよく、ｘ、ｙおよびｚの和は５～６以
下である）。
【００８６】

【化１８】
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【００８７】
　インクキャリア中には、フタル酸ベンジル、リン酸トリアリールエステル、テトラ安息
香酸ペンタエリスリトール、アジピン酸ジアルキル、フタル酸ジアルキル、セバシン酸ジ
アルキル、フタル酸アルキルベンジル、モノステアリン酸エチレングリコール、モノステ
アリン酸グリセロール、モノステアリン酸プロピレングリコール、フタル酸ジシクロヘキ
シル、イソフタル酸ジフェニル、リン酸トリフェニル、イソフタル酸ジメチル、およびこ
れらの混合物などの可塑剤（固体または液体の可塑剤でよい）を含めることもできる。可
塑剤は、インクキャリア中に、所望されるまたは有効な任意の量で、インクキャリアの少
なくとも０．０５重量％、１重量％、または２重量％の量で、インクキャリアの１５重量
％、１０重量％、または５重量％以下の量で存在するが、その量はこれらの範囲を超えて
もよい。
【００８８】
　ヒンダードアミン系酸化防止剤は、インク中に所望されるまたは有効な任意の量で、イ
ンクキャリアの少なくとも０．００１重量％、０．０５重量％、０．１０重量％の量で、
またはインクキャリアの０．５０重量％、０．２５重量％、または０．１５重量％以下の
量で存在できるが、その量はこれらの範囲を超えてもよい。
【００８９】
　適切なヒンダードアミン系酸化防止剤の例には、次に示す一般式を有するものが含まれ
る。
【００９０】
【化１９】

【００９１】
　上記式中、Ｒ１およびＲ２は、それぞれ互いに独立して、水素原子、またはアルキル基
（直鎖、分枝、飽和、不飽和、環式、置換、および非置換のアルキル基を含む）でよく、
ここで、該アルキル基中には、酸素、窒素、硫黄、ケイ素、リン、ホウ素などのヘテロ原
子が存在してもしなくてもよく、少なくとも１個の炭素原子を有する一実施形態において
、置換されているなら、その置換は、アルキルまたはフェニルであってよい。
【００９２】
　ヒンダードフェノール系酸化防止剤を提供することもできる。一実施形態において、ヒ
ンダードフェノールは、比較的高濃度で存在する。高濃度のヒンダードフェノール系酸化
防止剤は、酸化開始それ自体を遅延させることによって長期熱安定性を最大化する。ヒン
ダードフェノール系酸化防止剤は、インク中に所望されるまたは有効な量で、一実施形態
ではインクキャリアの少なくとも０．０１重量％、０．５重量％、１．５重量％の量で、
あるいはインクキャリアの４．０重量％以下、インクキャリアの３．０重量％、または２
．５重量％の量で存在するが、その量は、これらの範囲を超えてもよい。適切なヒンダー
ドフェノール系酸化防止剤の具体例には、含まれる。これらのヒンダードフェノール系酸
化防止剤の２種以上からなる混合物も採用できる。
【００９３】
　インク中には、該インクビヒクル中に存在する顔料または代替粒子を分散しかつ安定化
する目的で、分散剤が、所望されるまたは有効な任意の量で、例えば、インクキャリアの
少なくとも１×１０－５重量％、１×１０－３重量％、または５×１０－１重量％の量で
、あるいはインクキャリアの３０重量％、２０重量％、または１０重量％以下の量で存在
できるが、その量はこれらの範囲を超えてもよい。適切なポリエステル系分散剤の例が、
米国特許第３，９９６，０５９号中に開示されている。分散剤が次式に示すポリエステル
である場合、式中の各Ｒ１は、少なくとも８個の炭素原子、８～４０個、または８～３０
個、または８～２０個の炭素原子（その数はこれらの範囲を超えてもよい）を含むアルキ
レン（alkylene）基、例えば、直鎖、分枝、飽和、不飽和、環式、置換、および非置換の
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アルキル（alkyl）基であり、置換されているなら、その置換は、（限定はされないが）
ハロゲン原子、エーテル基、アルデヒド基、ケトン基、エステル基、アミド基、カルボニ
ル基、チオカルボニル基、硫酸エステル基、スルホン酸エステル基、スルホン酸基、スル
フィド基、スルホキシド基、ホスフィン基、ホスホニウム基、リン酸エステル基、ニトリ
ル基、メルカプト基、ニトロ基、ニトロソ基、スルホン基、アシル基、酸無水物基、アジ
ド基、アゾ基、シアナト基、イソシアナト基、チオシアナト基、イソチオシアナト基、カ
ルボン酸エステル基、カルボン酸基、ウレタン基、尿素基、これらの混合であってよく、
ここで、２つ以上の置換基は、互いに連結して環を形成してもよい。
【００９４】
【化２０】

【００９５】
　また、上記式中、Ｘは、（ｉ）酸素原子、（ｉｉ）酸素または窒素原子を介してカルボ
ニル基に結合される、少なくとも２個の炭素原子を有するアルキレン基であり；Ｒ２は、
（ｉ）水素原子、（ｉｉ）第１、第２もしくは第３級アミン基、またはその酸との塩、あ
るいは第４級アンモニウム塩基であり；ｎは、基の反復数（number of repeating groups
）を表す整数、例えば、２～２０、または２～１０である。
【００９６】
　別の部類の適切な分散剤には、酸化された合成または石油ワックスのウレタン誘導体、
例えば、ベーカー・ペトロライト社から入手できる、次に示す一般式を有するものが含ま
れる。
【００９７】

【化２１】

【００９８】
　上記式中、Ｒ１は、式ＣＨ３（ＣＨ２）ｎを有するアルキル基であり、ｎは、５～２０
０、１０～１５０、または１０～１００の整数であり、Ｒ２は、アリーレン基であり、こ
れらのウレタン誘導体は、インクビヒクルとしても使用できる。これらの材料は、６０℃
～１２０℃、７０℃～１００℃、または７０℃～９０℃の融点を有することができる。
【００９９】
　適切な分散剤の他の例は、米国特許第６，８５８，０７０号に開示されているようなポ
リアルキレンコハク酸イミド分散剤である。適切なポリアルキレンコハク酸イミドおよび
それらの前駆体、およびそれらの製造法の例は、例えば、米国特許第３，１７２，８９２
号、米国特許第３，２０２，６７８号、米国特許第３，２８０，０３４号、米国特許第３
，４４２，８０８号、米国特許第３，３６１，６７３号、米国特許第３，１７２，８９２
号、米国特許第３，９１２，７６４号、米国特許第５，２８６，７９９号、米国特許第５
，３１９，０３０号、米国特許第３，２１９，６６６号、米国特許第３，３８１，０２２
号、米国特許第４，２３４，４３５号、および欧州特許公開第０７７６９６３号に開示さ
れている。
【０１００】
　インクキャリアには、ロジンエステル樹脂、その混合物などを含めることができる。ロ
ジンエステル樹脂は、インクキャリア中に所望されるまたは有効な任意の量で、例えば、
インクキャリアの少なくとも０．５重量％、２重量％または３重量％の量で、あるいはイ
ンクキャリアの２０重量％、１５重量％または１０重量％以下の量で存在するが、その量
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はこれらの範囲を超えてもよい。
【０１０１】
　インクキャリアは、調製された相変化インク中に所望されるまたは有効な任意の量で、
インクの少なくとも５０重量％、７０重量％または９０重量％の量で、あるいはインクの
９９重量％、９８重量％または９５重量％以下の量で存在できるが、その量は、これらの
範囲を超えてもよい。
【０１０２】
　１つの具体的実施形態において、インクキャリアは、１１０℃未満または１００℃未満
の融点を有するが、インクキャリアの融点は、これらの範囲を超えてもよい。
【０１０３】
　相変化インク組成物は、また、着色剤を含むことができる。該着色剤をインクビヒクル
中に溶解または分散することができるとの条件で、所望されるまたは効果的な任意の着色
剤、例えば、染料、顔料、それらの混合物などを採用することができる。相変化キャリア
組成物は、従来からの相変化インク用着色剤材料、例えば、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ
．）溶剤染料、分散染料、修飾された酸性および直接染料、塩基性染料、硫化染料、建染
染料（Vat Dyes）などと組み合わせて使用できる。適切な染料の例には、ネオザポンレッ
ド（Neozapon Red）４９２（ビーエーエスエフ社）；オラソールレッド（Orasol Red）Ｇ
（チバ・ガイギー社）；ダイレクトブリリアントピンク（Direct Brilliant Pink）Ｂ（
クロンプトン・アンド・ノウレス社（Crompton & Knowles））；アイゼンスピロンレッド
（Aizen Spilon Red）Ｃ－ＢＨ（保土ヶ谷化学）；カヤノールレッド（Kayanol Red）３
ＢＬ（日本化薬）；レバノールブリリアントレッド（Levanol Brilliant Red）３ＢＷ（
モバイ・ケミカル社（Mobay Chemical））；レバデルムレモンイエロー（Levaderm Lemon
 Yellow）（モバイ・ケミカル社）；スピリットファーストイエロー（Spirit Fast Yello
w）３Ｇ；アイゼンスピロンイエロー（Aizen Spilon Yellow）Ｃ－ＧＮＨ（保土ヶ谷化学
）；シリューススープライエロー（Sirius Supra Yellow）ＧＤ１６７；カルタソールブ
リリアントイエロー（Cartasol Brilliant Yellow）４ＧＦ（サンドズ社（Sandoz））；
ペルガソールイエロー（Pergasol Yellow）ＣＧＰ（チバ・ガイギー社）；オラソールブ
ラック（Orasol Black）ＲＬＰ（チバ・ガイギー社）；サビニルブラック（Savinyl Blac
k）ＲＬＳ（サンドズ社）；デルマカルボン（Dermacarbon）２ＧＴ（サンドズ社）；ピラ
ゾールブラック（Pyrazol Black）ＢＧ（アイ・シー・アイ社（ICI））；モルファストブ
ラック（Morfast Black）Ｃｏｎｃ．Ａ（モートン・チオコール社（Morton-Thiokol））
；ジアゾールブラック（Diaazol Black）ＲＮ　Ｑｕａｄ（アイ・シー・アイ社）；オラ
ソールブルー（Orasol Blue）ＧＮ（チバ・ガイギー社）；サビニルブルー（Savinyl Blu
e）ＧＬＳ（サンドズ社）；ルクソールブルー（Luxol Blue）ＭＢＳＮ（モートン・チオ
コール社）；セブロンブルー（Sevron Blue）５ＧＭＦ（アイ・シー・アイ社）；バサシ
ドブルー（Basacid Blue）７５０（ビーエーエスエフ社）、ネオザポンブラック（Neozap
on Black）Ｘ５１［Ｃ．Ｉ．ソルベントブラック、Ｃ．Ｉ．１２１９５］（ビーエーエス
エフ社）；スーダンブルー（Sudan Blue）６７０［Ｃ．Ｉ．６１５５４］（ビーエーエス
エフ社）；スーダンイエロー（Sudan Yellow）１４６［Ｃ．Ｉ．１２７００］（ビーエー
エスエフ社）；スーダンレッド（Sudan Red）４６２［Ｃ．Ｉ．２６０５０］（ビーエー
エスエフ社）；クロンプトン・アンド・ノウレス社から市販されているイントラヘルムイ
エロー（Intratherm Yellow）３４６；ビーエーエスエフ社から市販されているＣ．Ｉ．
ディスパースイエロー（Disperse Yellow）２３８、ネプテューンレッドベース（Neptune
 Red Base）ＮＢ５４３（ビーエーエスエフ社、Ｃ．Ｉ．ソルベントレッド４９）、ネオ
ペンブルー（Neopen Blue）ＦＦ－４０１２；アイ・シー・アイ社から市販されているラ
ンプロノールブラック（Lampronol Black）ＢＲ（Ｃ．Ｉ．ソルベントブラック３５）；
モートンモルプラスマゼンタ（Morton Morplas Magenta）３６（Ｃ．Ｉ．ソルベントレッ
ド１７２）；米国特許第６，２２１，１３７号に開示されているような金属フタロシアニ
ン着色剤が含まれる。米国特許第５，６２１，０２２号および米国特許第５，２３１，１
３５号中に開示されているような高分子染料も使用できる。
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【０１０４】
　具体的実施形態において、本明細書の相変化インクキャリアは、顔料と相溶性のあるよ
り極性のあるインクビヒクルを提供する低粘度官能化ワックスを含む。いくつかの実施形
態において、本発明のインクキャリアは、高価な染料をあまり高価でない顔料着色剤で代
替することを可能にする。
【０１０５】
　適切な顔料の例には、バイオレットトナー（Violet Toner）ＶＴ－８０１５；パリオゲ
ンバイオレット（Paliogen Violet）５１００；パリオゲンバイオレット５８９０；パー
マネントバイオレット（Permanent Violet）ＶＴ　２６４５；ヘリオゲングリーン（Heli
ogen Green）Ｌ８７３０；アーガイルグリーン（Argyle Green）ＸＰ－１１１－Ｓ；ブリ
リアントグリーントナー（Brilliant Green Toner）ＧＲ　０９９１；リソールスカーレ
ット（Lithol Scarlet）Ｄ３７００；トルイジンレッド（Toluidine Red）；熱可塑性樹
脂用スカーレット（Scarlet for Thermoplast）ＮＳＤ　ＰＳ　ＰＡ；Ｅ．Ｄ．トルイジ
ンレッド；リソールルビントナー（Lithol Rubine Toner）；リソールスカーレット（Lit
hol Scarlet）４４４０；ボンレッド（Bon Red）Ｃ；ローヤルブリリアントレッド（Roya
l Brilliant Red）ＲＤ－８１９２；オラセットピンク（Oracet Pink）ＲＦ；パリオゲン
レッド（Paliogen Red）３８７１Ｋ；パリオゲンレッド３３４０；リソールファストスカ
ーレット（Lithol Fast Scarlet）Ｌ４３００；へリオゲンブルー（Heliogen Blue）Ｌ６
９００、Ｌ７０２０；へリオゲンブルーＫ６９０２、Ｋ６９１０；へリオゲンブルーＤ６
８４０、Ｄ７０８０；スーダンブルー（Sudan Blue）ＯＳ；ネオペンブルー（Neopen Blu
e）ＦＦ４０１２；ＰＶ　ファストブルー（Fast Blue）Ｂ２Ｇ０１；イルガライトブルー
（Irgalite Blue）ＢＣＡ；パリオゲンブルー（Paliogen Blue）６４７０；スーダン（Su
dan）ＩＩＩ；スーダンＩＩ；スーダンオレンジ（Sudan Orange）Ｇ；スーダンオレンジ
２２０；パリオゲンオレンジ（Paliogen Orange）３０４０；オルソオレンジ（Ortho Ora
nge）ＯＲ　２６７３；パリオゲンイエロー（Paliogen Yellow）１５２、１５６０；リソ
ールファストイエロー（Lithol Fast Yellow）０９９１Ｋ；パリオトールイエロー（Pali
otol Yellow）１８４０；ノボパームイエロー（Novoperm Yellow）ＦＧＬ；パーマネント
イエロー（Ｐermanent Yellow）ＹＥ０３０５；ルモゲンイエロー（Lumogen Yellow）Ｄ
０７９０；スコ－イエロー（Suco-Yellow）Ｌ１２５０；スコ－イエローＤ１３５５；ス
コファストイエロー（Suco Fast Yellow）Ｄ１３５５、Ｄ１３５１；ホスタパームピンク
（Hostaperm Pink）Ｅ；ファーナルピンク（Fanal Pink）Ｄ４８３０；シンクアシアマゼ
ンタ（Cinquasia Magenta）；パリオゲンブラック（Paliogen Black）Ｌ００８４；ピグ
メントブラック（Pigment Black）Ｋ８０１；およびリーガル（Regal）３３０（登録商標
）、カーボンブラック５２５０、およびカーボンブラック５７５０などのカーボンブラッ
クが含まれる。
【０１０６】
　また、米国特許第６，４７２，５２３号、米国特許第６，７２６，７５５号、米国特許
第６，４７６，２１９号、米国特許第６，５７６，７４７号、米国特許第６，７１３，６
１４号、米国特許第６，６６３，７０３号、米国特許第６，７５５，９０２号、米国特許
第６，５９０，０８２号、米国特許第６，６９６，５５２号、米国特許第６，５７６，７
４８号、米国特許第６，６４６，１１１号、米国特許第６，６７３，１３９号、米国特許
第６，９５８，４０６号、および米国特許第７，０５３，２２７号中に開示されている着
色剤も適切である。
【０１０７】
　着色剤は、所望される色彩または色相を得るために、相変化インク中に所望されるまた
は有効な任意の量で、一実施形態ではインク組成物の少なくとも０．１重量％または０．
２重量％で、一実施形態ではインク組成物の１５重量％を超えない、または８重量％を超
えない量で存在するが、その量はこれらの範囲を超えてもよい。
【０１０８】
　本明細書中で開示されるインク組成物は、一実施形態で、１３０℃、１２０℃、１１０
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℃または１００℃以下の融点を有するが、その融点は、これらの範囲を超えてもよい。
【０１０９】
　本明細書に開示の方法によって調製されるインク組成物は、一般に、１４５℃、１３０
℃、１２０℃、１１０℃または８０℃以下であり得る噴射温度（噴射温度は、これらの範
囲を超えてもよい）で、一実施形態において、３０センチポイズ（ｃｐｓ）または２０セ
ンチポイズ以下、あるいは２センチポイズ、３センチポイズまたは４センチポイズ未満で
ある溶融粘度を有するが、溶融粘度はこれらの範囲を超えてもよい。
【０１１０】
　本明細書中で開示されるインクは、直接印刷インクジェット法および間接（オフセット
）印刷インクジェット用途のための装置中で採用できる。別の実施形態は、本明細書中で
開示されるようなインクをインクジェット印刷装置に組み込むこと、該インクを溶融する
こと、および該溶融インクの小滴を記録基材上に画像様パターンで噴射させることを含む
方法を対象とする。本明細書中で開示するように調製されたインクは、間接（オフセット
）印刷インクジェット用途のための装置で採用できる。別の実施形態は、本明細書中で開
示するようなインクをインクジェット印刷装置に組み込むこと、該インクを溶融すること
、該溶融インクの小滴を中間転写部材上に画像様パターンで噴射すること、および該画像
様パターンのインクを中間転写部材から最終記録基材に転写すること含む方法を対象とす
る。具体的実施形態では、中間転写部材を、最終記録シートの温度を超え、かつ印刷装置
中の溶融インクの温度よりも低い温度まで加熱する。１つの具体的な実施形態において、
印刷装置は、インク小滴が、圧電振動素子の振動によって画像様パターンで噴射されるこ
とになる圧電印刷法を採用する。
【０１１１】
　任意の適切な基材または記録シート、例えば、ＸＥＲＯＸ（登録商標）４０２４紙など
の普通紙、ＸＥＲＯＸ（登録商標）イメージシリーズ紙、コートランド（Courtland）４
０２４　ＤＰ紙、罫線入りノート紙、ボンド紙、シャープ社のシリカ被覆紙などのシリカ
被覆紙、十條紙、ハンマーミル（Hammermill）レーザプリント紙など、透明材料、織物、
繊維製品、プラスチック、ポリマーフィルム、金属などの無機基材、および木材などを採
用できる。
【実施例】
【０１１２】
（実施例１～９）
　一連のトリエステル、すなわち表１に示す実施例１～９は、次の典型的手順を使用して
合成した。プロポキシル化グリセロール（１０．１４ｗｔ％、３５．４７ｇ、分子数（Ｍ
ｎ）～２６６、ウィスコンシン州ミルオーキーのシグマ－アルドリッチ・ファインケミカ
ル社（Sigma-Aldrich Fine Chemical）から）、Ｕｎｉｃｉｄ（登録商標）５５０（８９
．８６ｗｔ％、３１４．３５ｇ、テキサス州シュガーランドのベーカー・ペトロライト社
から入手できるカルボン酸）およびＦａｓｃａｔ（登録商標）４１００（０．１ｗｔ％、
０．３５ｇ、ペンシルバニア州フィラデルフィアのアルケマ（Arkema）社から入手できる
ブチル錫酸触媒）を、４Ｎの蓋を有し、機械式撹拌機、熱電対、ディーンスタークトラッ
プを備えた１リットルの反応釜に不活性雰囲気下で仕込んだ。反応混合物を、すべての成
分を溶融しながら１００℃まで加熱し、撹拌を開始し、そして温度を１８０℃まで昇温し
た。混合物を１８０℃で５時間撹拌し、その間に若干の水を捕集した。真空を１０分間印
加し、すべての水を除去し、真空を止め、不活性雰囲気で置換し、加熱を停止した。生成
物を、１２０℃まで冷却し、アルミニウム皿に注ぎ、室温まで冷却して灰白色の固体を得
た。フーリエ変換赤外分光法（ＦＴ－ＩＲ）を使用して生成物を評価した。ＦＴ－ＩＲは
、エステルの存在を示す１７３８ｃｍ－１にピークを示した。複合粘度を、コーン－プレ
ート形状（５０ｍｍ）のＲｈｅｏｍｅｔｒｉｃｓ　Ｆｌｕｉｄ　Ｓｐｅｃｔｒｏｍｅｔｅ
ｒ　ＲＦＳ３を用い、１２０℃で低から高の剪断速度を使用して測定し、結果を表１に報
告する。
【０１１３】
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　表１に示す一連のトリエステルを、上述の手順を使用して合成した。これらは、比較的
低い粘度を有する高分子量の官能化ワックスである。クラリアント社（Clariant）の酸性
ワックス（例えば、Ｌｉｃｏｗａｘ）のような市販の官能化ワックスは、より低い分子量
（Ｃ２２～２８）および比較的より高い粘度（１２０℃で１４センチポイズ（ｃｐｓ））
を有する。モンタン酸ワックスは、１００℃で約３０ｃｐｓの粘度を有する。低い粘度の
ために、これらのトリエステルは、本発明の固体インク中の主要成分として使用できる。
【０１１４】
　実施例２、３、４および７のトリエステルは、硬質材料であり、かつ蒸留ポリエチレン
ワックス５００よりも脆性が小さい。
【０１１５】
【表１】

【０１１６】
（実施例１０～１４）
　表２のインク組成物を、１５０ｍＬガラスビーカーの２アリコート（2 aliquots）中で
、インク実施例２について本明細書に重量部で記載した通りのそれぞれの成分量；すなわ
ち、実施例２のトリエステル（５５．５８ｗｔ％、２７．７９ｇ）、ベヘン酸ベヘニル（
２２．４３ｗｔ％、１１．２１ｇ、コネティカット州ウォータータウンのコスター・ケウ
ネン社（Koster Keunen）から入手したＫｅｓｔｅｒワックス）、ステアリルステアルア
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ミド（９．７５ｗｔ％、４．８８ｇ、ケムチュラ社（Chemtura）から入手できるＳ－１８
０）、米国特許第６，８６０，９３０号の実施例ＩＩに記載のように調製されたトリアミ
ド樹脂（９．７５ｗｔ％、４．８８ｇ）を添加することによって調製した。材料を、オー
ブン中、約１２０℃の温度で約１時間一緒に溶融し、１２０℃に設定されたＴｅｌｅｍｏ
ｄｅｌ　４０ＣＴで制御された反応ブロック（ミュンヘンのハー・プルス・ペー・ラボア
テヒニク社（H+P Labortechnik）製）に移した。混合物を、約３００ｒｐｍで約２時間撹
拌した。次いで、この混合物に、ソルベントレッド（Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｒｅｄ）４９（ビ
ーエーエスエフ社）（２．５ｗｔ％、１．２５ｇ）を添加した。インクを、さらに３時間
撹拌し、次いで、１２０℃で、６ｐｓｉｇ（ゲージ圧で６ｐｓｉ）に加圧した０．４５μ
ｍのＰａｒｋｅｒ（登録商標）ディスクフィルターを通して濾過した。濾過した相変化イ
ンクを、アルミニウムの型に注いで固化させて、インクスティックを形成した。インクを
、コーン－プレート形状（５０ｍｍ）のＲｈｅｏｍｅｔｒｉｃｓ　Ｆｌｕｉｄ　Ｓｐｅｃ
ｔｒｏｍｅｔｅｒ　ＲＦＳ３を用いてレオロジーを測定することによって特徴付けた。
【０１１７】

【表２】

【０１１８】
　実施例１、２および３のインクを、ＸＥＲＯＸ（登録商標）ＰＨＡＳＥＲ（登録商標）
８６０ソリッドインクプリンターを使用して紙に直接噴射し、光沢処理し、折り曲げた（
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【０１１９】
【表３】

【０１２０】
　インク実施例３は、紙に直接印刷されたＸＥＲＯＸ（登録商標）ＰＨＡＳＥＲ（登録商
標）８６０マゼンタインクのそれに匹敵する光沢およびしわ（crease）を有した。
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